
一 橋論叢 第七 十 二 巻 第 一 号 ( 1 4 8)

故

村

松

祐

次

教

授

著

作

目

録
(

言
は

芳
書

晶
ほ

書
評

*

*

印

蒜
訳
)

昭
和

一

八

年
(

一

九
四
三

年
)

｢

日

支
合
弁
企
業
に

つ

い

て
+

『

国
際
経
済
研
究
』

国
際

経
済
調
査

所

昭
和
一

九

年
(

一

九
四

四

年
)

｢

法
幣
の

敵
性
と

円

域
+

(

学
界
展
望
)

『

一

橋
論
叢
』

二
二

巻
四

号

昭
和
二

二

年
(

一

九
四

七

年
)

｢

奴
児
吟

赤
の

女
臭
国
と

そ
の

部
族
的
秩
序
と

の

交

渉
+

『

一

橋
論
叢
』

一

七

巻
三
･

四

号

昭
和
二

四

年
(

一

九
四

九
年
)

｢

欒
城

県
と

寺
北

柴
村

-
中
国
の

県
と

村

-
+

『

一

橋
論
叢
』

二

二

巻
一

号

『

中
国
経
済
の

社
会
態
制
』

(

現
代
経
済
学
叢
書
二

四
)

東
京
､

東
洋
経
済
新

報
社
､

四

＋

八

十

四

〇
〇
頁

昭
和
二

五

年
(

一

九
五

〇
年
)

｢

戦
後
日

本
の

近

代
中
国
研
究
の

動
向
+

(

文

献
展
望
)

『

一

橋
論
叢
』

二

三

巻
一

号

｢

中
国
工

業
化
の

条
件
と

形
態
+

『

世
界
経
済
』

五

巻
三

号

｢

中
共
土

地

改
革
の

二

つ

の

時
期
+

『

一

橋
論
叢
』

二

三

巻
五

号

｢

中
国
近

代
経
済
史
+

東
京
商
大
一

橋
新
聞
部
窮

『

経
済
学
研
究
の

栗

-
東
洋
経
済
史

篇
』

東
京
､

春
秋
社

｢

い

わ

ゆ
る

中
国
の

飢
餓
と

重

税
+

『

世

界
週

報
』

三
一

巻
六

号

｢

後
進
国
の

近

代
化
+

(

江
口

朴
郎
報
告
､

討
論
参
加
)

東
京
大

学
東
洋
文
化
研
究
所
『

東
洋
文
化
』

四

*

清
水
盛
光
著
『

中
国
の

郷
村
統
治
と

村
落
』

(

昭

和
二

五

年
､

日

本

評

論
社
､

一

二

三

頁
)

*

清
水
盛
光
著
『

中
国
族
産
制
度
致
』

一

九
頁
)

『

社
会
経
済
史
学
』

一

六

巻
四

号

(

昭

和
二

五

年
､

岩

波

書

店
､

二

『

社
会
経
済
史
学
』

一

六

巻
四

号

昭
和
二

大

年
(

一

九
五
一

年
)

｢

中
国
に

お

け
る

自
由
と

資
本
主

義
+

『

東
洋
文
化
』

六

｢

義
和
挙
乱

1
一

九

〇
〇
年

-
の

政
治
的
背
且

空

『

一

橋
論
叢
』

二

六

巻
五

号

1 卓∂



( 1 4 9) 故 村政祐 次 数授著作 目録

昭
和
二

七

年
(

一

九
五

二

年
)

｢

義
和
団
乱
の

社
会
経
済
的
背
景
+

『

一

橋
論
叢
』

二

八

巻
四

号

昭
和
二

八

年
(

一

九
五

三

年
)

『

中
央
の

土

地

改
革
』

東
京

外
務
省
ア

ジ

ア

局
第
二

課
､

二

八

頁

｢

土

地

改
革
と
エ

美
化
に

つ

い

て
+

現
代
中

国
学
会
『

現
代
中
国
』

一

八

→
F
①

:

切
O

H
e

l

㌔
-

ロ

ー

笠
m

↑
-

伽

冨
-

T
F
2

0
ユ
g

F

O
h

t

F
2

:

H
･

F

?

C
F
u

P
ロ

こ

(

義
知
挙
)

亡
p

ユ
s
-

ロ

g
.

-

苫
○
､

→

訂

ゝ

喜
已
h

旦

蒜
Q

屯
叫
-

豆
芸
ひ

已
已

ゝ

昌
計
､

3

宇

く
○
-

+
-

H
.

Z
〇
.

N
一

A
勺
r
i

-
･

*

仁
井
田

陸
著

『

中
国
の

社
会

と

ギ
ル

ド
』

(

昭

和
二

六

年
一

一

月
､

東

京
､

二

八

九

頁
)

『

社
会
経
済
史
学
』

一

八

巻
六

号

｢

中
共
史
の

ア

メ

リ

カ

的
研
究
+

増
田

四

郎
編
『

現
代
歴
史
学
の

新
動
向
』

東
京
､

如
水
書
房

｢

中
国
の

土

地

改

革
と
エ

美
化
+

一

橋
大
学
経
済
研
究
所
窮
『

経
済
研
究
』

四

巻
四

号

｢

中
国
経
済
建
設
の

現
段
階
+

『

世
界
経
済
』

八

巻
一

一

号

｢

太
平
洋
戦
争
勃
発
と

日

本
経
済
+

日

本
外
交

学

会
編
『

太
平
洋
戦
争
原
因
論
』

第
一

二

幸
､

東
京
､

新
聞
月
鑑

社

｢

中
共
貿
易
の

基
本
条
件
+

『

ア

ジ

ア

問
題
』

八
､

六

-
一

五

頁

昭
和
二

九
年
(

一

九
五

四

年
)

*

根
岸
店
著
『

中
国
の

ギ
ル

ド
』

(

昭

和
二

八

年
四

月
､

日

本

評

論

社
､

五

〇
九
頁
)

『

一

橋
論
叢
』

三
一

巻
二

号

｢

中
国
の

土
地

改
革
+

(

講
)

ア

ジ

ア

政
経
学
会
『

ア

ジ

ア

研
究
』

一

巻
一

号

*

天
野
元

之
助

著
『

中
国
農
業
の

諸
問
題
』

(

上
､

技
報

堂
､

昭

和
二

七

年
､

三

七

四
十
二
一

頁
｡

下
､

昭

和
二

八

年
､

三

〇
二

十
一

六

頁
)

『

ア

ジ

ア

研
究
』

一

巻
一

号

*

鈴
江
言
一

著
『

中
国
解
放
闘
争
史
』

(

昭

和
二

八

年
､

石
崎

書
院
､

一

八
＋

五

六

八

±
二

頁
｡

)

『

ア

ジ

ア

研
究
』

一

巻
一

号

*

フ

ェ

ア

バ

ン

ク
､

プ

ラ

ン

ト
､

シ

ュ

ウ
ォ

ル

ツ

共
著
『

史
料
的
中
国
共

産
主
義
』

(

C
.

出
再

P
ロ

き
.

甲

S
c

F

w

胃
t

N
.

1
.

只
.

句

已

旨
p

ロ

k
-

ム

ヒ
?

…
…

芸
､

彗
七

祇
訂
"

Q

ぢ

旦
〔

巴

莞
篭

C
Q

言
…

§
計
…
､

C
P

ヨ
b
H
i

倉
0
､

呂
a

∽

∽
･

-

設
N
､

勺

勺
.

訟
N

)

『

ア

ジ

ア

研
究
』

一

巻
一

号

｢

中
国
共
産
党
の

公
式
文

件
に

現
わ

れ
た

『

封
建
』

及
び

『

反

封
建
』

と

い

う
語
の

意
味
に

つ

い

て
+

『

一

橋
論
叢
』

三

二

巻
四

号

｢

国
家

財
政
と

地

方
財
政
+

(

第
六

篇
経

済
建
設
第
四

章
財

政

金

融

第
一

節
)

､

｢

財
政
収
入

制
度
+

(

第
六

篇
第
四

章
第
二

節
)
､

｢

財
政

収

支
の

規

模
と

形
態
+

(

第
六

篇
第
四

章
第
四

節
)

､

｢

土

地

制
度
+

(

第
七

篇
産
業
第

一

章
農
業
第
二

節
)

､

｢

国
際
収
支
と

資
本
移
動
+

(

第
八

篇
外

国

貿

易

第

五

章
)

､

ア

ジ

ア

政
経
学
会
編
『

中
国
政

治
経
済
綜
覧
』

(

分
担
執
筆
)

昭
和
三

〇
年
(

一

九
五

五

年
)

｢

義
和
挙
､

清
廷
､

列
強

-
平
原
事
件
か

ら

淡
水
事

件
に

い

た

る

1
+

一

橋
大

学
研

究
年
報
『

経
済
学
研
究
』

一

*

中
国
関
係
官
庁
資
料
二

極
(

国
立

国
会
図
書
館
一

般
考
査

部
編
『

中

華

人
民

共
和
国
法
令
索
引
』

一

九
五

四
､

一

四
六

頁
､

経
済
審

議
庁
計
画
部

計
画
一

課
『

中
国
経
済
統
計
集
』

一

九
五

四
､

六
二

頁
)
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『

ア

ジ

ア

研
究
』

一

巻
三

号

*

楊
松
､

部
力
群
原
編
､

栄
孟

源
重

編
『

中
国
近

代
史

資

料

選

輯
』

(

北

京
､

一

九
五

四

年
､

八
三

〇
頁
)

■

『

ア

ジ

ア

研
究
』

一

巻
四

号

｢

辣
水
事

件
と

列
国
の

出
兵
･

-
義
和
挙
の

研

究

-
+

『

一

橋
大

学
創
立
八

〇
周
年
記
念
論
集
』

下

巻

｢

東
洋
経
済
事
情
+

『

一

橋
論
叢
』

(

一

橋
学
問
の

伝
統
と

反

省
､

特
集
号
)

三

四

巻
四

号

｢

初
期
の

中
国
共
産
党
と

農
民
+

『

ア

ジ

ア
･

過
去
と

現
在
』

(

近

衛
霞

山
公
五

〇

年
祭
記
念
論
集
)
､

東

京
■

p
e

設
勺
e
C

t
-

く
e
S

O
f

t

F
e

I

邑
岳
t
l
i

巴
i

N

巳
訂
口

勺
○
-

-

c
)

こ
ロ

C
O

m
ヨ
亡

2 .
S
t

C
F
i

ロ

P
.

只
.

E
.

S
t

亡

賀
t

(

e

P
)

∵

n
Q

ミ
Q

ヾ

尽
Q

岩
弓
n

已

喜
､

H
O
ロ
g

只
O

n
粥

亡
●

勺
･

昭
和
三
一

年
(

一

九
五

六

年
)

｢

中
国
の

第
一

次
五

ケ

年
計
画
■と
農
業
+

『

一

橋
論
叢
』

三

五

巻
一

号

｢

中
共
五

ケ

年

建
設
計
画
の

構
造
と

問
題
+

日

本
外
政

学
会
編
刊
『

中
共
』

*
S

岩
村
-

→
O

m
r

､

∽

E
n
d

巴

+

句
巴
ロ
p

n

e

ロ

F
P

ロ

コ
U

ロ

O

S

O

a

巳
川

買

2 .

t

s

已
t

e
､

(

望
町

叫

3
.讃

岩
.

■
勺

勺
･

N

a
-
N

望
-

い

∞

い

1
芸
N

)

R
.

H
r

S
.

-

崎

山

か
一

句

p
.

-

O

h

l
-

○

か

*

只
亡

F
リ

オ
○
【

芹

邑
P

∴
一

打
打
P

已
中

F
O

k

q

(

り

せ
払

出

§
訂

玩

芸
首
母
Q

無
音
タ.

ご
.

p
p
.

-

3

-
N

-

N
)

R
･

P

∽
･

-

設
か
､

ワ

N

-

叫

｢

買
弁
(

葦
掌
槽
)

､

合

股
(

合
移
)

､

合
作

社
､

ア

ヘ

ン

戦
争
+

中
国
国
民

党
､

漸
江

財
閥
､

■
中
国
共

産
党
､

･
土
地

改
革
､

三

反
五

反
運
動
､

中
掬
人

民

政
治
協
商
会
議
､

中
国
人

民

代
表
大
会
､

共
産
党
宣
言
､

第
一

イ
ン

タ

湖上

-

ナ
シ

ョ

ナ
ル

､

パ

リ
･

コ

ン

､
､

､

ユ

ー

ン
､

第
二

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル
､

ロ

シ

ア

革
命
､

第
三

イ
ン

タ

ー

ナ
シ

ョ

ナ
ル

(

コ

､

､

､

ン

テ
ル

ン

)

､

コ

､

､

､

ン

フ

ォ

ル

ム

､

太
平
天
国
の

乱
､

辛

亥

革

命
､

国

民

革

命
､

中

共

革

命
､

セ

ポ

イ

の

反
乱
､

ラ

ダ

イ

ト

運
動
､

チ

ャ

ー

テ
ィ

ス

上

運
動
､

フ
ェ

ビ

ア

ン

協
会
､

ラ

ァ

サ

ー

ル

派
社
会
主
義
運
動
､

水
平
社
運
動
､

戦
前
日

本
の

労
働
運
動
､

無
産
政
党
運
動
､

五
･

四

運
動
､

五
･

三

〇
事
件
､

キ

リ
ス

ー

教
労
働
組
合
運
動
+

(

以
上
の

各
項
目
)

高
橋
泰
蔵
･

増
田

四

郎
編
『

体
系
､

経
済
学
小

辞
典
』

東
京
､

東
洋
経
済
新
報
社

｢

農
業
集
体
化
と

百
家
争
鳴
+

『

ア

ジ

ア

研
究
』

三

巻
一

号

｢

中
国
経
済
建
設
の

現
段
階
と

問
題
点
+

(

『

資
料
』

二

-
一

二
)

自
立
経
済
調
査
会
刊

.

宅
P
t

ビ
リ

ロ
p
】

訂
】

ロ

P

n
n

C

O
一

日
】

β
亡

n

訂

m
ビ

ロ

C
F
i

n
p
､

ゝ

已
串
苫

ゝ
h

訂
丸

諾
､

く
○
-
-

-
.

宅
〇
.

令
-

T
F
e

A
s
i

p

只
y
O

k
a
i

･

昭
和
三
二

年
(

一

九
五

七

年
)

｢

中

共
政
権
の

建
設
計
画
と

日

中
貿
易
+

『

外
交
季
刊
』

二

巻
一

号
､

一

〇
〇

-
一

〇
八

頁

*

*

ユ

ー

ジ

ン
･

ス

テ

イ
レ

イ

『

後
進
国
の

将
来
』

東
京
､

日

本
外
政
学
会

昭
和
三

四

年
■(

一

九
五

九
年
)

ヽ

尽
§
巴
忘

已
雫
札
叫

訣

阜

〔
Q

望
ま

薫
計
～

〔

已
謹

白
∽
○

く

訂
丁
少
s
i

p

n

舛
巴

芝
小

心

ロ
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㌘
ロ

計
r

e

ロ
C

e
,

声
e

勺

○

ユ

ロ
〇
.

叫
一

肌
c

F
0
0
-

已

㌢
t
e

r

F

邑
○
ロ

巴

【

e

㌻
一

t

訂
ロ
､

C
ロ

才
e
r
s

芹
y

｡
{

S

｡

ま
F
①

岩

C

已
-

訂

⊇
-

ヂ

｢
｡
S

A
ロ

習
-

e
s

こ
∈

n
e
.

｢

会
党
､

義
和
団
(

資
料
集
)

､

義
和
団
(

会
党
)

､

義
和
団
事
変
+

各

項

目

『

ア

ジ

ア

歴
史
事
典
』

第
二

巻
､

.
東
京
､

平
凡
社

昭
和
三

五

年
(

一

九
六

〇
年
)

.
｢

ア

メ

リ

カ
､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

中
国
学
管
見
+

『

ア

ジ

ア

経
済
』

一

巻
三

号

｢

清
代
の

紳
士

-
地

主
に

お

け
る

土
地

と

官
職

-
漸
江

省
永
康
県
胡

民

試
費
義
田

を

め

ぐ
っ

て
+

『

一

橋
論
叢
』

四

四

巻
六

号

.

S
O

m
O

T
F
2

m
e

ニ
ロ

C
F
i

n
e
s

e

R
e

訂

:
d

8
-

○

甲
①

汽

A
･

句
･

W
ユ
ー
昔
t

(

e
(

こ
‥

ヨ
Q

〔
0
ヾ

さ
3 .

§
七
等

昌
宏
叫

Q

声

∽
t

告
訂

邑

C
n

才
e

邑
t

叫

勺
詔
玩
∽
.

昭
和
三

大

年
(

一

九
六
一

年
)

｢

晴

代
の

い

わ

ゆ
る

『

蘇
松
の

重

賦
』

に

つ

い

て
+

『

一

橋
論
叢
』

四
五

巻
六

号

*

波
多
野
善
大
著
『

中
国
近

代
工

業
史
の

研
究
』

(

京
都

､

一

九
六

四

年
､

五

五

六

±
二

二

頁
)

『

東
洋
史
研
究
』

二

〇
巻
二

号

｢

中
国
貿
易
と

日

本
+

『

金
融
ジ

ャ

ー

ナ
ル

』

二

巻
八

号
､

四

九

-
五
三

頁

昭
和
三

七

年
(

一

九
六
二

年
)

｢

清
兼

蘇
州

附
近
の
一

組
桟
に

お

け
る

地

主
所
有
地
の

徴
税
･

小

作
関
係

一
江

蘇
省
呉
県
猿
林
･

挽
地

丁

清
隆
関
係
簿
冊
に

つ

い

て

1
+

一

橋
大
学
研
究
年
報
『

経

済
学
研
究
』

六

｢

旗
地
の

『

取
組
冊
楷
』

お

よ
び

『

差
銀
冊
樽
』

に

つ

い

て
+

(

上
)

『

東
洋
学
報
』

四
五

巻
二

号
(

下
)

『

東
洋
学
報
』

四

五

巻
三

号

昭
和
三

八

年
(

一

九
六

三

年
)

｢

国
立

国
会
図
書
館
収
蔵
の

『

魚
鱗
国
冊
』

に

つ

い

て
+

･

一

橋
大
学
研
究
年
報
『

経
済
学
研
究
』

七

｢

清
末
の

江
南
に

お

け

る

小

作
条

件
と

小

作

料
の

催
追
に

つ

い

て

1
江

蘇
省
呉
県
花
氏

義
荘
､

同
呉
民
会
経
桟
の

『

召
田
』

･

『

東
棟
』

･

『

粗
田
』

･

『

字
条
』

･

『

切

脚
』

お

よ

び

『

出
切

備
査
』

冊
の

研
究

-
+

一

橋
大
学
研
究
年
報
『

社
会

学
研
究
』

五

｢

二

十

世
紀
初
頭
に

お

け
る

蘇
州
立

傍
の
一

粗
桟
と

そ
の

小

作
制
度

-

江

蘇
省
呉
江

県
費
氏
恭
寿
桟
関
係
『

粗
籍
便
査
』

冊
の

研
究

-
+

近

代
中
国
研
究
委

貝
会
諒

『

近

代
中
国
研

究
』

第
五

輯

■

持
e

く

○
-

ま
ー

○
ロ

P
n

a

C

已
ロ
e

雷

T
r

p

已
t
-

O

n

5.

吋
e

ロ
p

ロ

C
O

ロ
}

m
亡

2 .

S

m
､

L

叫

訂
Q

訂
記
ひ

和
仏

詠
恥

ヽ

妄
言
已

見

向
冒

彗
…
叫

き

く
｡
-
.

山
.

Z
〇
.

N

こ
u

葛
-

冨
山
.

勺

p
.

N

h

-
い

P

『

海
外
に

お

け
る

最
近
の

中

国
研
究
の

状
況
』

(

ア

ジ

ア

経
済
研
究
シ

リ

ー

ズ

第
四

五

集
)

東
京
､

ア

ジ

ア

経
済
研
究

所
､

t

Ⅳ

十
一

五

四

頁

昭
和
三

九

年
(

一

九
六

四

年
)

｢

最
近

過
日

し
た

若
干
の

中
国
地

主
制

関
係
文

書
に

つ

い

て

-
瞼
仏
燕

京
研
究
所
収
蔵
の

税
額
そ
の

他

-
+

『

東
洋
学
報
』

四

六

巷
四

号

脱



一 橋論叢 第七 十 二 巻 第
一

号 (1 5 2)

｢

汚
末
民

初
の

江
南
に

お

け
る

包
贋
関
係
の

実
態
と

そ
の

決
算
報
告

-

蘇
州
呉
氏
舎
経

桟
『

報

錦
各
号
備
査
』

冊
の

研
究

-
+

近

代
中
国
研
究
委
貞
会
編
『

近

代
中
国
研
究
』

第
六

輯

*

ゲ
ィ

ク

タ

ー
･

パ

ー

セ

ル

著
｢

義
和
団
の

蜂
起

-
そ

の

背
景
の
一

研

究
+

(

く
.

勺

弓
C
e
-
-

､

→

訂

也
Q

莞
1

【

寺
3 .
訟
ヾ

ぢ
㍉

ゝ

訂
Q

首
言

§
丸

山

き
ト

せ
ー

C
p

ヨ

訂
i

d

笥
､

-

冨
山
.

)

『

東
洋
学
報
』

四
七

巷
三

号

昭
和
四

〇
年
(

一

九
六

五

年
)

☆

吋

弓
C
e

〓
-

く
∴

→

訂

也
Q

駕
ヽ

【

寺
3

.

切

叫
ヾ

挙

ゝ

訂
監

守
Q

§
丸

a
ま

せ
､

C
P

m
b
r
i

倉
e

-

苦
い
.

軋
く

十

窒
ヱ

也

已
訂
託
詩

阜

叫
n

ぎ
Q
叫

旦

0
3
.
芸

邑

§
軋

ゝ

寸
叫

宗
達

空
事
叫
丸

設
(

U
S

O
A
S
.

)

く
○
-
･

㍍
舛
く
I

H

I
､

宅
O

+
･

(

中
共
農
業
特
別
セ

ミ

ナ
ー
)

司
会
､

国
の

農
エ

バ

ラ
ン

ス

に

つ

い

て
+

｢

中
国
近

代
化
の

土

地

問
題
+

村
松
祐
次
､

報
告
､

石
川
滋
｢

中

『

共
産
圏
問
題
』

九
巷
一

号

『

歴
史
教
育
』

〓
ニ

巻
一

二

号

昭
和
四
一

年
(

一

九
六

六

年
)

*

ヤ

ン

‥
､

､

ユ

ル

ダ
ー

ル

『

中
国
の

あ

る

村
か

ら

の

報

告
』

(

l

P

ロ

宣
y
･

昆
巴
.

知

尽
Q

ミ

寸
Q

吉
良

C

已

莞
篭

ヨ
～

訂
恥

♪

H
し

○

邑
○

ロ

L
霊
山
､

い

ヰ

＋
い

ヨ
ー

ワ
)

近

代
中
国
セ

ン

タ
ー

『

近

代
中
国

研
究
セ

ン

タ

ー

彙
報
』

七

｢

近

代
中
国
の

地

主
文

書
に

つ

い

て

1
そ

の

種

類
と

性

質

1
+

(

一

九
六

四

年

〓

月
東
洋
文
庫
講
演
)

一

橋
大
学
研
究
年
報
『

経
済
学
研
究
』

一

〇

*

天
海
謙
三

郎
著
『

中
国
土

地

文

書
の

研

究
』

(

昭

和
四
一

年

勤
草
､

一

三

＋

八

六

六
＋

六

頁
)

『

東
洋
学
報
』

四

九
巻
二

号

詔
一

丁
⊥

へ

A

ロ
O
C

亡

ヨ
e

邑
駕
y

S
t

已
y

O
{

C
F

F
e

s
e

r
P

ロ

d
-

O
r

已
∽

ヨ
ー

ロ

t

F
2

J
p
t

O

C

F

J
ロ
g

巴
乙
t

F
e

e

p
r
】

y

河
e

勺

亡

E
訂
P
コ

只
i

p

ロ
g

P
P
ロ

出
払

Q
ゝ
∽
.

P
n

才
e

r
∽
小

t

y

O
≠

｢
O

n
d

O
ロ
.

く
○
-
･

舛
㍍
Ⅰ

り

r

勺
t
･

い
･

〇
〔
t

･

『

私
の

中
国

観
』

黎
明

叢
書
一

六

号
一

八

頁

村
政
祐
次
･

気
賀
健
三

｢

中
共
の

孫
治
方
経
済

理

論
の

批
判

を

め

ぐ
っ

て
+

『

共
産
圏
問
題
』

一

〇
巻
一

二

号
､

六
三

-
七
一

頁

昭
和
四

二

年
(

一

九
六

七

年
)

*

中
国
研
究
の

近

刊
数
種

-
廿

イ

巴
-

N

冨
-

c

F

g
-

‥

→

訂

→
斡

母
叫

ま

内

知
&
已
･

､
叫

Q

達

已
已
Q

づ

彗
邑

丸

罠
記

…

芸
ぎ

く
○
-
･

-
､

屯

邑
Q

づ
(

S
e

已
t

-

e
-

-

諾
ぃ

)
‥

ナ

C
F
e
∽

t

O
【

C
F
e

ロ

粥
‖

C
已

莞
篭

岩

室
q

誌

甘
】

こ
訂

→
熊

母
訂
叫

+

曹
ひ

邑
ぎ
ー

ご

一

票
斗

-
-

設
〇
.

]

芦

只
.

d
.

『

一

橋
論
叢
』

五

七

巻
一

号

｢

中
国
共
産
主
義
と

『

修
正
』

+

欧
ア

協
会
『

共
産
主
義

の

『

修
正

主
義
』

た
つ

い

て
』

(

研
究
叢
書
第
五

号
)

-

T
F
e

L
P

ロ

d

勺
r

O

b
-

e
-

n

-

ロ

t

F
e

]

岩
○

み
e

【

ロ
ー

N

P
t
㌣

○
ロ

O

h

C
F
i

ロ

P
-

ゝ

已
臣

ゝ

訟
已
音
声

ー

N
.

→
O

k
)

6
.

T
ひ

F
ひ

管
打

打

阜

*
へ

T
巴
･

p
-

品
t
-

e

n
･

打

亡
O

y
-

n

S

ど
ト
.

N

O

く
①
}

∽
､

p
r
e

f

胃
e

-

P

ロ
d

P

ロ
ロ

〇
･

{

p
t

e

a

b

y

J
O

E
r

k
･

只
P

n

甲

∽

F
P

ロ
F

P
r

-

ま
ー

･

知
知
り

¶
-

勺
勺
･

-

£
-
-

宝
･

呂
○
-

J

t

O
n

e
t
･

C
〇
･

勺
P

ユ
訂
･

*

C
F
i

】

品

‡
e
】

品

賀
d

J

ぎ

ぺ
e

ロ
･

C

E

琶
(

｡

d
i

t
･

)

∵
､

T

巴
･

勺
､

i

ロ

粥

t
､

岩
.

ロ
･

打

亡
○

打
O

m
F
g

F
s
-

ロ
g
･

C

E
F

弓
e

n
･

t
i

t

2
U

⊥

亡

n

C

E
こ

勺
2

打

昌
.

甲

-

芸
-
･

知
也
∽
.

ご

p
p
.

-

h

芯

1
-

芸
.

勺

宅
-

s
.

*

C

F
i

ロ

ー

･

C

F
O

ヂ

→
巴
･

p
-

昌
明

t
､

-

①

ロ
･

打

⊆
U

叫
の

ロ
･

C

E
∈

臣
苧
勺

-

-

n
粥

､




